
令和5年3月10日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な
対応をしなかった。

4:全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4:全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全て実施した。

３：２つを実施した。

２：１つを実施した。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３:：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

おおむねできたと回答
する教員が６０％未満
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％未満
であった。

おおむねできたと回答
する教員が８０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６０％以上
であった。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」60％以
上である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」60％未
満である。

成果が得られたと回答
する教員が9０％以上
であった。

成果が得られたと回答
する教員が85％以上で
あった。

成果が得られたと回答
する教員が６０％以上
であった。

成果が得られたと回答
する教員が６０％未満
であった。

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2
１：

Ｄ 0「思考力・判断力・表現力」の育成を目指
し、生徒の自主的自発的な活動を取り入
れた授業を実施する。

3

おおむねできたと回答
する教員が５０％以上
であった。

3

【これまでの取組】
・学校経営方針に学校のＩＣＴ化を推進し
「情報活用能力の育成」と「ＩＣＴ活用指導
力」の向上を明記しあらゆる教育活動の場
面で取組を行っていくことを確認した
・人権尊重の精神と国際人としての資質、
能力を身につけ心豊かで生きる力をもった
生徒の育成を学校の教育目標として定め
全教職員で共有した
・ＩＣＴ機器の活用を積極的に推し進め、特
に今年度はタブレット端末を活用した学習
活動を全教科で実践する事を徹底した
・校内研修のテーマを「人権感覚を身につ
ける」ことと「ＩＣＴ機器を活用した授業」の二
本立てとして取り組んだ

【今後の改善策】
・コロナウイルス感染防止の観点から停滞
していた話し合い活動やグループ活動、発
表形式の授業を今後意識的に増加させて
い必要がある
・電子黒板等の機器の活用を単に生徒の
興味関心の向上だけに留まらず生徒の主
体的、対話的で深い学びの実現に向けて
活用していく
・体力テストの結果で今年度も持久力と瞬
発力が劣っている状況なので今年度も毎
回の体育の授業の最初に一定時間の走り
込みを継続して行く

Ａ 8

・学校公開等の様子から授業に活気が出ているのを実感し
た。
・ＩＣＴ化が急速に進み、電子黒板活用は先生方が試行錯誤し
ながら生徒の興味を上手く引き出すように工夫を重ねている
様子が見られた。
・「学び合い」のような形式で、先生と生徒、生徒同士が対話し
ながら授業を進めている。
・学校を欠席した生徒に対し、授業をオンラインで見られるよう
にＩＣＴを活用できている。
・ＩＣＴ機器を使用した授業への活用率が上がっている状況だ
けでなく、具体的な活用方法を保護者や地域だけでなく近隣
中学校へも紹介するとよい。
・ＩＣＴ活用はあくまでもツールであり活用推進によるデメリット
は内在していないか注意しながら推進、自己評価してほしい。
・コロナ禍で学校生活も様変わりする中、学校側の取組も多く
の改善策を導入して努力されていることを実感した。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

2
３：

Ｂ 1
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子供
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

2

3

【これまでの取組】
・近隣小学校との連携を密にし、個々の生
徒の家庭環境を含めた小学校時代の情報
を生徒指導に役立てた
・年度当初の職員会議で要配慮・要支援
の生徒の共通理解を図り全教職員で指導
上注意する事などを徹底するようにした
・生徒指導に当たっては全教職員が共通
理解と共通実践で対応していくことを徹底
した
・全教員が道徳授業の研修に努め、自他
の生命尊重、思いやりの心、豊かな感性、
規範意識の育成を推進した
・いじめ防止授業、ハイパーＱＵ，個別面
談を通して生徒理解を深めいじめゼロを目
指した
・不登校の生徒についてはクラス担任と学
年を中心にこまめに連絡を取り合うことを
徹底するとともにＳＣや関係機関との連携
を強め不登校生ゼロを目指した

【今後の改善策】
・道徳授業の充実のための研修を全教員
で実施していき学年学級の枠を越え全教
育活動において実践していくようにする
･いじめの早期発見のために全教職員が
日頃から生徒の様子をアンテナを高く立て
生徒を見守っていくようにする
・不登校の生徒とはこまめに連絡を取り合
い電話だけでなく定期的に家庭訪問も行う
ようにする
・主体性や協調性、自治自浄の育成のた
め生徒会活動や学級活動の充実を図る

3

3

4

3

【これまでの取組】
・今年度は感染予防の対策をとり保護者を
入れての授業公開を行い授業をみても
らった　そこでの保護者アンケートを基に
授業改善にいかすことが出来た
・オンラインでの授業実践が定着し欠席し
た生徒の学習権を保障することができた
・昨年以上に研修会等が行われるようにな
り出張も増え個々の教員が研修を積むこと
ができ授業改善に役立った

【今後の改善策】
・来年度以降地域の方々を招待しての学
校行事が行えることを想定し計画を立てて
いく
・タブレットの活用やオンライン授業の工夫
改善が行われるようになったが教師の自
己研鑽と校内での具体的な研修の必要性
が高まってきた
・特別支援を要する生徒に関する校内研
修を実施していく
・お互いの授業を参観し合い授業に関する
協議を行い良い点を吸収し合うことで授業
力向上に努める
・特別支援教育の研修をサポートルームの
教員が講師となり研修をしていく

３：

２：

１：

3

１：

・動画を含む教材で客観的・多面的に意見が言える環境が整
えられていた。一方的に何かを強制するのではなく、聞き合う
姿勢もできていた。
・学年及び全教職員が一体となった共通理解のもとでの実
践、細やかな一人一人への対応などに感謝している。
・他者の尊重、規範意識、優しさ、思いやりなど道徳性を高め
る重要な年齢であると感じる。認め、認められることの場面を
できるだけ多くつくっていけるよう、保護者も努めていく必要が
ある。
・学校と家庭が連携をとり、子供一人一人の長所を認め、自
己肯定感がもてる子を育てていくよう努力を続けていただきた
い。

・食育については、校内で放映される動画（説明資料が豊か）
があり、黙食は悪いことばかりではないと感じた。以前から給
食は様々な工夫がなされていたが、ＨＰでコメントを含む「今日
の給食」がアップされているのはよい。保護者全員が給食を
試食する機会が増えればアンケートの「当てはまる」が跳ね上
がると思う。
・栄養教諭がしっかり食育に取り組んでいて、食育推進の取
組が具体的でわかりやすい。情熱と愛情を感じることができ
た。健康は体と心を支えるだけでなく、食事のマナーを学ぶこ
とで食文化から世界感覚までも学べる重要な教材である。給
食を通して豊で安全な食生活の実現に少しでも協力していき
たい。
・働き方改革へ相反する思考と捉えられがちだが、改めて部
活動の活性化が学校のイメージを創る、子供たちの心と体の
成長を後押しできる大切な活動だと考える。充実へ向けての
取組に期待する。

・簡単に直感的に機器を操作して情報を入手できる現代にお
いては、言語活動の充実化は本当に必要とされていると思
う。学校公開では、自分の意見を表出する機会が増えること
で、お互いの認識を確かめ合い、生徒の成長機会に繋がって
いるように見受けられた。
・教員一丸となって情報共有しながら、様々なことに取り組ん
でいる姿勢が伝わってきて我々も微力ながら応援していきた
いと思っている。
・子供たちと先生方の関係性はもちろん、子供と保護者、先生
方と保護者、先生方同士、保護者同士の関係性はどれも希
薄だと、子供たちが充実した学校生活を送るための良質な環
境とはいえないと考える。
・コロナでできないことが多い３年間だったが、子供たちはそ
の制限の中でもしっかり学校生活を送っていたと思う。
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B

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

・生徒は授業中に静かに考え続けている様子が見受けられ、
集中が途切れるタイミングで上手く意見発表等に切り替わり、
先生が授業を生徒の視点も踏まえ堅実に計画されていること
が伝わった。
・学校公開ではしっかり勉強している姿を見ることができた。
・日々の授業改善、少人数指導や学習補助員の方々の個別
指導により、推薦合格率の向上など学力向上施策の成果が
表れている。限られた時間の中での指導では、難しいかもし
れないが、一人一人日々の理解度の把握、単元・ワークの学
ぶ理由や魅力の掘り下げなど、可能な限りの個別指導の充
実をしていってほしい。
・検定試験に挑戦することは生徒たちのモチベーションを上げ
るには効果的である。個々の能力を伸ばすような教育内容が
現在求められているように感じる。

【これまでの取組】
・ホームページにアップした授業改善推進
プランに即した授業が行われているかを検
証するため学期毎に全教員に授業の進捗
状況を報告させ自己評価と分析を行わせ
た
・朝の10分間を活用した読書活動や朝学
習を推進し「言葉を学び」「感性を磨き」「表
現力を高め」「想像力を豊にする」ことを目
指した
・学習補助員を活用し放課後学習や補充
教室、土曜学習教室を実施し基礎基本の
学力の定着を図った
・数学と英語における少人数習熟度別学
習を通して個に応じた指導を展開した
・宿題や定期考査２週間前の学習計画表
の充実を図ることで家庭学習の習慣化を
図った

【今後の改善策】
・基礎基本の定着のため授業中の小テスト
や単元テストをより充実させるとともに復習
に力を入れる指導をしていく
・各種検定試験の受験率をあげるとともに
合格率も向上させていくようにする
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生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」80％以
上である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」75％以
上である。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

生徒会活動や学級の係・当番活動などの
充実により、生徒の自己有用感を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

薬物乱用防止教室、不審者・津波等様々
な事態を想定しての避難訓練を実施す
る。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

4

3

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

定期考査前の質問教室や放課後補習を
実施する。

３：

２：

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが80％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが75％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが50％
以上である。

3

３：

２：

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
めの対策を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

2

2

４：

４：

４：

１：

3

4

3

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【これまでの取組】
・制限を付けたが色々な場面で保護者に
学校を公開することができた
・公開すべき必要な情報はホームページを
活用して発信し適宜更新し最新の情報を
公開することができた
・緊急の情報発信には学校緊急メールを
活用して情報の発信をすることができた
・地域教育連絡協議会を年３回開催し学校
の状況や生徒の変容等を適切に提供し適
正な評価を受けることができた
・土曜補習教室は例年通り学校支援地域
本部と連携し実践することができた生徒の
基礎学力の定着に役立った
・職場体験の体験先の決定にはみその学
校サポートの協力がとても助かった

【今後の改善策】
・今年度もコロナの影響で地域行事への参
画ができなかったが今後コロナが終息した
際には学校や生徒が積極的に参加できる
ように準備しておく
・学校　保護者　地域の連携のためにＰＴＡ
活動の充実　地域行事の参加　防災教育
の実施など来年度の教育課程に取り入れ
ていきたい

・ＨＰを活用して御園中学校を知ってもらうことで、生徒人数が
増えてきていることを大変嬉しく思う。アナログも大切だが、時
代の流れについていくことも重要であり、更なる発展を期待す
る。
・引き続きホームページを活用して、在籍生徒の家庭向けは
もちろん、広く地域や小学校保護者に向けても学校全体の良
い雰囲気を伝えてほしい。
・子供たちが地域の方々に見守られていると感じた。
・職場体験から先生方が深遠な愛情をもって生徒を指導して
いる様子が見られた。土曜補習教室に参加されている講師陣
からも「学校が変わった」と言われた。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子供を育てる
仕組みを作り
ます。

3

ボランティア活動の推進を通して、保護者
や地域と連携を図る。

8

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

職場体験などのキャリア教育を地域と連
携して実践する。

１：

２：

3

学校関係者記入欄

8

1

おおむねできたと回答
する教員が７５％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％未満
であった。

令和４年度　大田区立御園中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子供一人ひと
りの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

0

3

目標に対する成果指標

２：

おおむねできたと回答
する教員が８５％以上
であった。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが50％
未満である。

0

0

　本年度は、１学年２学級、２学年３学級、３学年３学級、生徒数２５０名（５月現在）の規模となった。また、みらい学園中等部（不登校特例校分教室）の３学級に１９名の生徒が在籍している。本年度の重要課題は、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けて「言語活動」を一層充実させるとともに、学校ＩＣＴ化を推進し「情報活用能力の育成」と「ＩＣＴ活用指導力」の向上を図る。
【目指す学校像】
「生徒が目標をもち、自己の能力と創造性の伸長に努めるとともに、毎日明るく元気に登校できる学校」「家庭、地域の教育力を生かすとともに、保護者が安心して生徒を任せられる学校」「教職員が生徒一人一人を温かく見つめ、楽しく分
かりやすい授業に生徒が目を輝かす学校」「秩序と潤いがあり、生徒相互が良き仲間として支え合い、競い合い、励まし合って健やかに成長できる学校」

7

2

0

0

8

Ｂ

３：

２：

１：

B

【これまでの取組】
・今年度もコロナ感染予防に対する万全な
体制をとって運動会を開催し一人の感染
者も出すことはなかった　その結果保護者
からの評価もとても高く実施して良かった
・全教員が部活動の顧問となり多くの生徒
に活動の機会を与え部活動の活性化を図
ることができた
・今年度も「食育」の推進のため栄養教諭
による食育の授業や昼の放送を使っての
食に関する情報提供などを行った
・学校、学年通信、ホームページ等で地
域・保護者に学校の情報や生徒の様子な
どを適宜発信することができた
【今後の改善策】
・コロナの終息に備え地域行事や学校行
事等の準備を始めていく　また部活動に関
しても都の方針に沿っての活動ができる様
に計画する

0

Ａ

0

Ｃ

4

1

Ｃ

Ｄ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：


